
 

○ 福 井 市 集 会 所 建 設 等 事 業 補 助 要 綱 

 

（ 趣 旨 ） 

第 １ 条  こ の 要 綱 は 、 集 会 所 の 建 設 等 に 要 す る 経 費 に つ き 、 補 助 金 を 交 付

す る こ と に つ い て 、 福 井 市 補 助 金 等 交 付 規 則 （ 昭 和 48 年 福 井 市 規 則 第 11

号 。 以 下 「 規 則 」 と い う 。） に よ る ほ か 、 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す

る 。 

（ 用 語 の 意 義 ） 

第 ２ 条  こ の 要 綱 に お い て 「 集 会 所 」 と は 、 地 域 の コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 を 促

進 し 、 近 隣 社 会 の 連 帯 感 を 育 成 す る た め 地 域 住 民 の 話 し 合 い の 場 と し て

使 用 す る 施 設 で あ っ て 、 自 治 会 又 は 連 合 自 治 会 （ 以 下 「 自 治 会 等 」 と い

う 。） が 所 有 す る も の を い う 。 

２  こ の 要 綱 に お い て 「 特 定 大 改 修 」 と は 、 建 設 後 20 年 以 上 経 過 し た 集 会

所 に 係 る 増 改 築 又 は 修 繕 で あ っ て 、 そ の 費 用 が 150 万 円 以 上 の も の を い

う 。 た だ し 、 高 齢 化 集 落 (65 歳 以 上 の 人 口 が 50 ％ 以 上 を 占 め る 集 落 。 以

下 同 じ 。 ) に お い て は 、 そ の 費 用 が 100 万 円 以 上 の も の と す る 。 

３  こ の 要 綱 に お い て 「 小 規 模 修 繕 」 と は 、 建 設 後 20 年 以 上 経 過 し た 集 会

所 に 係 る 修 繕 を い う 。 

４  こ の 要 綱 に お い て 「 バ リ ア フ リ ー 化 」 と は 、 和 式 ト イ レ を 洋 式 ト イ レ

又 は 身 障 者 用 ト イ レ に 改 造 す る こ と 、 ス ロ ー プ 、 手 す り を 設 置 す る こ と

及 び 段 差 を 解 消 す る こ と 等 を い う 。 

（ 補 助 対 象 事 業 ） 

第 ３ 条  補 助 金 の 交 付 の 対 象 と な る 事 業 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る も の と す る 。 

(1) 新 設 事 業 

近 隣 に 公 民 館 等 の 公 共 的 な 集 会 施 設 そ の 他 集 会 所 に 類 す る も の が な い



 

場 合 に お い て 、 自 治 会 等 が 実 施 す る 集 会 所 （ 延 べ 面 積 が 49.5 平 方 メ ー

ト ル 以 上 の も の に 限 る 。 以 下 こ の 号 に お い て 同 じ 。） の 新 設 事 業 （ 集

会 所 を 新 築 す る こ と 又 は 建 物 の 全 て を 除 去 し 、 若 し く は 災 害 等 に よ り

建 物 が 滅 失 し た 後 に 集 会 所 を 新 築 す る こ と を い う 。）  

(2) 改 修 事 業 

自 治 会 等 が そ の 所 有 す る 集 会 所 に 係 る 特 定 大 改 修 事 業 

(3) 小 規 模 修 繕 事 業 

自 治 会 等 が 所 有 す る 集 会 所 に 係 る 小 規 模 修 繕 及 び バ リ ア フ リ ー 化 事 業 

２  前 項 各 号 に 掲 げ る 事 業 に つ い て は 、 同 一 年 度 中 、 い ず れ か ひ と つ の 事

業 を 補 助 金 の 交 付 の 対 象 と す る 。 

（ 補 助 対 象 経 費 ） 

第 ４ 条  補 助 金 の 交 付 の 対 象 と な る 経 費 は 、 次 の 各 号 に 定 め る も の と す る 。 

(1) 新 設 事 業 

ア  建 物 本 体 の 工 事 費 

イ  建 物 と 不 可 分 の 附 帯 設 備 の 工 事 費 

ウ  同 一 年 度 に ア 及 び イ の 工 事 費 と 一 体 と な っ た 設 計 監 理 委 託 費  

エ  当 該 新 設 に 際 し 当 該 集 会 所 に 整 備 す る 防 災 用 具 （ 水 、 非 常 食 等 の

備 蓄 品 を 除 く 。） の 整 備 に 要 す る 経 費 （ 福 井 県 が 行 う コ ミ ュ ニ テ ィ

会 館 整 備 支 援 事 業 の 交 付 決 定 を 受 け た も の に 限 る 。）  

(2) 改 修 事 業 

ア  建 物 本 体 の 改 修 工 事 費 

イ  建 物 と 不 可 分 の 附 帯 設 備 の 工 事 費 

ウ  同 一 年 度 に ア 及 び イ の 工 事 費 と 一 体 と な っ た 設 計 監 理 委 託 費  

(3) 小 規 模 修 繕 事 業 

ア  建 物 本 体 の 改 修 工 事 費 



 

イ  建 物 と 不 可 分 の 附 帯 設 備 の 工 事 費 

ウ  同 一 年 度 に ア 及 び イ の 工 事 費 と 一 体 と な っ た 設 計 監 理 委 託 費  

エ  バ リ ア フ リ ー 化 に 要 す る 経 費 

オ  バ リ ア フ リ ー 化 に 伴 い 、 取 替 え が 必 要 と な る 器 具 等 に 係 る 経 費  

（ 浄 化 槽 を 当 該 事 業 と 併 せ て 設 置 す る 場 合 は 、 当 該 集 会 所 の 便 器 か

ら 当 該 浄 化 槽 ま で の 配 管 に 係 る 経 費 を 含 み 、 工 事 に 要 す る 費 用 に 限

る 。）  

２  第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 事 業 に お い て 、 国 、 県 若 し く は 本 市 か ら の 補 償 金

の 交 付 又 は 損 害 保 険 契 約 に よ る 損 害 て ん 補 そ の 他 こ れ に 類 す る も の を 受

け た と き の 補 助 金 の 対 象 と な る 経 費 は 、 同 項 各 号 に 掲 げ る 経 費 か ら 当 該

補 償 金 又 は 損 害 て ん 補 そ の 他 こ れ に 類 す る も の の 額 を 控 除 し た 額 と す る 。  

（ 補 助 額 ） 

第 ５ 条  補 助 金 の 額 は 、 次 の 表 の 左 欄 に 掲 げ る 事 業 の 種 類 に 応 じ 、 そ れ ぞ

れ 右 欄 に 掲 げ る 額 で 予 算 の 範 囲 内 の 額 と す る 。 た だ し 、 新 設 事 業 及 び 改

修 事 業 の 「 一 般 財 団 法 人 自 治 総 合 セ ン タ ー が 行 う コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー

助 成 事 業 の 助 成 決 定 を 受 け た も の 」 に つ い て 、 当 該 額 に 100,000 円 未 満 の

端 数 が あ る と き は 、 当 該 端 数 を 切 り 捨 て た 額 と し 、 そ れ 以 外 に つ い て 、

当 該 額 に 1,000円 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 当 該 端 数 を 切 り 捨 て た 額 と す

る 。 

事 業 の 種 類 補助 金の 額 

新 

設 

事 

業 

一般 財団 法人 自治 総合セ

ンタ ーが 行う コミ ュニテ

ィセ ンタ ー助 成事 業の助

成決 定を 受け たも の 

対象 とな る経 費の ５分の

３に 相当 する 額以 内の額

とし 、 2,000万円を 限度と

する 。 



 

福井 県が 行う コミ ュニテ

ィ会 館整 備支 援事 業の交

付決 定を 受け たも の 

１  ２以 外の 経費  対象

とな る経 費の ２分 の１に

相当 する 額以 内の 額と

し、 750 万円 を限 度とす

る。 

２  防災 用具 の整 備に要

する 経費  対 象と なる経

費の ２分 の１ に相 当する

額以 内の 額と し、 150 万

円を 限度 とす る。 

上記 以外 対象 とな る経 費の 10 分の

３に 相当 する 額以 内の額

とし 、 400 万円を 限度と

する 。 

改 

修 

事 

業 

一般 財団 法人 自治 総合セ

ンタ ーが 行う コミ ュニテ

ィセ ンタ ー助 成事 業の助

成決 定を 受け たも の 

対象 とな る経 費の ５分の

３に 相当 する 額以 内の額

とし 、 2,000万円を 限度と

する 。 

福井 県が 行う コミ ュニテ

ィ会 館整 備支 援事 業の交

付決 定を 受け たも の 

対象 とな る経 費の ２分の

１に 相当 する 額以 内の額

とし 、 225 万円を 限度と

する 。た だし 、高 齢化集

落に おい ては 、対 象とな

る経 費が 150 万円 未満の



 

場合 、そ の経 費の ４分の

３に 相当 する 額以 内の額

とす る。 

小 規 模 修 繕 事 業 対象 とな る経 費の ２分の

１に 相当 する 額以 内の額

とし 、 75 万円 を限 度とす

る。 

（ 補 助 金 交 付 の 申 請 ） 

第 ６ 条  こ の 要 綱 に よ る 補 助 を 受 け よ う と す る 者 は 、 福 井 市 集 会 所 建 設 等

事 業 補 助 金 交 付 申 請 （ 様 式 第 １ 号 ） に 次 に 掲 げ る 書 類 を 添 え て 、 市 長 に

提 出 し な け れ ば な ら な い 。 

(1) 集 会 所 の 所 在 地 （ 新 設 の と き は 、 建 設 予 定 地 ） を 明 示 し た 地 図  

(2) 集 会 所 の 設 計 図 又 は こ れ に 準 ず る も の で 市 長 が 認 め る も の  

(3) 補 助 金 の 交 付 の 対 象 と な る 事 業 に 係 る 収 支 予 算 書  

(4) 工 事 内 訳 明 細 書 又 は こ れ に 準 ず る も の の 写 し 

(5) 建 築 確 認 書 （ 当 該 集 会 所 の 建 設 等 が 建 築 基 準 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第

201 号 ） に 規 定 す る 建 築 確 認 の 対 象 と な る 場 合 に 限 る 。）  

(6) 建 築 年 月 が 確 認 で き る 書 類 （ 新 設 事 業 を 除 く 。）  

（ 補 助 金 の 交 付 決 定 の 通 知 ） 

第 ７ 条  規 則 第 ６ 条 の 規 定 に よ る 補 助 金 の 交 付 決 定 の 通 知 は 、 福 井 市 集 会

所 建 設 等 事 業 補 助 金 交 付 決 定 通 知 書 （ 様 式 第 ２ 号 ） に よ り 行 う も の と す

る 。 

（ 事 業 の 着 手 ） 

第 ８ 条  こ の 要 綱 に よ る 補 助 を 受 け よ う と す る 者 は 、 前 条 に 規 定 す る 通 知

を 受 け た 後 で な け れ ば 、 事 業 に 着 手 す る こ と が で き な い 。 た だ し 、 災 害



 

復 旧 な ど 緊 急 を 要 す る 特 段 の 理 由 が あ る と 市 長 が 認 め る と き は 、 こ の 限

り で な い 。 

（ 実 績 報 告 ） 

第 ９ 条  第 ７ 条 に 規 定 す る 通 知 を 受 け た 者 は 、 補 助 事 業 が 完 了 し た と き は 、

速 や か に 、 福 井 市 集 会 所 建 設 等 事 業 実 績 報 告 書 （ 様 式 第 ３ 号 ） に 次 に 掲

げ る 書 類 等 を 添 え て 、 市 長 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。  

(1) 補 助 の 交 付 の 対 象 と な っ た 事 業 の 収 支 決 算 書 

(2) 見 積 書 （ ２ 者 以 上 ）、 又 は 契 約 先 選 定 理 由 書 ( た だ し 、 小 規 模 修 繕

事 業 に お い て 、 事 業 費 が 130 万 円 を 超 え な い も の に つ い て は 省 略 可 )  

(3) 工 事 費 の 支 払 い に 要 し た 金 額 を 証 明 す る 領 収 書 又 は そ の 写 し  

(4) 集 会 所 の 全 景 写 真 （ 集 会 所 の 増 改 築 を し た 場 合 に あ っ て は 、 当 該 増

改 築 前 後 の 写 真 ） 

(5) 災 害 等 の 際 に 集 会 所 を 避 難 所 と し て 使 用 す る こ と に 同 意 す る 場 合 に

お い て は 、 同 意 書 

（ 補 助 金 の 額 の 確 定 ） 

第 10 条  規 則 第 12 条 に 規 定 す る 補 助 金 の 額 の 確 定 通 知 は 、 集 会 所 建 設 等 事

業 補 助 金 交 付 確 定 通 知 書 （ 様 式 第 ４ 号 ） に よ り 行 う も の と す る 。  

（ 補 助 金 の 請 求 ） 

第 11 条  規 則 第 14 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 補 助 金 交 付 請 求 書 の 提 出 は 、 福 井

市 集 会 所 建 設 等 事 業 補 助 金 請 求 書 （ 様 式 第 ５ 号 ） に よ り 行 う も の と す る 。  

２  市 長 は 、 特 に 必 要 が あ る と 認 め た と き は 、 申 請 者 か ら の 請 求 に よ り 補

助 金 を 概 算 払 に よ り 交 付 す る こ と が で き る 。 

（ 補 助 の 制 限 ） 

第 12 条  こ の 要 綱 に よ り 補 助 を 受 け よ う と す る 事 業 が 他 の 公 的 補 助 の 対 象

と な っ て い る 場 合 は 、 こ の 要 綱 に よ る 補 助 を 受 け る こ と が で き な い 。  



 

２  過 去 に こ の 要 綱 に よ る 補 助 金 の 交 付 を 受 け た こ と が あ る 場 合 は 、 当 該

交 付 の 日 か ら 10 年 を 経 過 し た 後 で な け れ ば 、 こ の 要 綱 に よ る 補 助 （ 第 ３

条 第 １ 項 第 １ 号 に 掲 げ る 事 業 に 係 る も の を 除 く 。） を 受 け る こ と が で き

な い 。 

（ 関 係 図 書 の 保 存 ） 

第 13 条  補 助 金 の 交 付 を 受 け た 事 業 の 実 施 に 係 る 関 係 図 書 、 収 支 に 関 す る

帳 簿 及 び 支 払 に 関 す る 証 拠 書 類 に つ い て は 、 対 象 事 業 が 完 了 し た 日 か ら

５ 年 間 保 管 し な け れ ば な ら な い 。 

（ 委 任 ） 

第 14 条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か 必 要 な 事 項 は 、 市 長 が 別 に 定 め る 。  

附  則 

１  こ の 要 綱 は 、 平 成 31 年 4 月 1 日 か ら 施 行 す る 。 

２  こ の 要 綱 は 、 令 和 10 年 3 月 31 日 限 り そ の 効 力 を 失 う 。 た だ し 、 同 日 ま

で に 交 付 の 決 定 が な さ れ た 補 助 金 に つ い て は 、 同 日 後 も な お そ の 効 力 を

有 す る 。 

附  則 

1  こ の 要 綱 は 、 令 和 2 年 4 月 1 日 か ら 施 行 す る 。 

附  則 

1  こ の 要 綱 は 、 令 和 3 年 4 月 1 日 か ら 施 行 す る 。 

附  則 

（ 施 行 期 日 ） 

１  こ の 要 綱 は 、 令 和 4 年 4 月 1 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 附 則 第 ２ 項 の

改 正 規 定 は 、 令 和 4 年 3 月 31 日 か ら 施 行 す る 。 

（ 経 過 措 置 ） 

１  過 去 に こ の 要 綱 に よ る 補 助 金 の 交 付 を 受 け て お り 、 最 後 に 交 付 を 受 け



 

た 事 業 が バ リ ア フ リ ― 化 事 業 で あ る 場 合 は 、 改 正 後 の 福 井 市 集 会 所 建 設

等 事 業 補 助 要 綱 （ 以 下 「 新 要 綱 」 と い う 。） 第 12 条 第 ２ 項 の 規 定 に か か

わ ら ず 、 当 該 交 付 の 日 か ら ５ 年 を 経 過 し た 後 で あ れ ば 、 新 要 綱 に よ る 補

助 を 受 け る こ と が で き る 。 

附  則 

１  こ の 要 綱 は 、 令 和 6 年 4 月 1 日 か ら 施 行 す る 。 

附  則 

１  こ の 要 綱 は 、 令 和 7 年 4 月 1 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 附 則 第 ２ 項 の

改 正 規 定 は 、 令 和 7 年 3 月 31 日 か ら 施 行 す る 。 

 

 


